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国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
方
へ

平
成
17
年
度
人
間
ド
ッ
ク
・

脳
ド
ッ
ク
実
施
の
お
知
ら
せ

◎
毎
日
新
聞
社
主
催

2
0
0
4
年
度
毎
日
・
地
方
自
治
大
賞

奨
励
賞
受
賞

（「
安
心
・
安
全
」
と
「
食
」
を
テ
ー
マ
に
、

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
独
創
的
な
ア
イ
デ

ア
や
、
幅
広
い
住
民
参
加
に
よ
っ
て
地
域
づ

く
り
を
進
め
る
市
区
町
村
へ
の
表
彰
）

島
根
県
雲
南
市
（
旧
木
次
町
の
取
り
組
み
）

「
食
べ
物
か
ら
の
健
康
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
」

地
元
で
採
れ
た
安
心
安
全
な
農
産
物
を
学

校
給
食
へ
提
供
し
て
い
る
取
り
組
み
や
子
ど

も
た
ち
と
生
産
者
の
交
流
な
ど
が
評
価
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り

◎
叙
位
・
叙
勲
・
褒
章
受
章

●
地
方
自
治
功
労
　
旭
日
単
光
章

川
上
　
傳
さ
ん
（
三
刀
屋
町
里
坊
）

多
年
に
わ
た
り
三
刀
屋
町
議
会
議
員
と
し

て
、
地
域
の
振
興
・
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
功

績
に
よ
り

●
教
育
功
労
　
従
四
位

多
賀
瑞
心
さ
ん
（
吉
田
町
吉
田
）

１
月
18
日
死
去

多
年
に
わ
た
り
教
育
者
と
し
て
、
教
育
の

充
実
・
振
興
の
た
め
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
に

よ
り

叙
位
・
叙
勲
の
栄
誉
に
対
し
、
心
か
ら
敬
意

と
祝
意
を
表
し
ま
す

◎
島
根
県
優
秀
技
能
者
表
彰

【
技
能
検
定
関
係
等
功
労
者
】

舟
木
　
清
さ
ん
（
加
茂
町
）

永
年
に
わ
た
り
国
家
試
験
技
能
検
定
委
員

と
し
て
、
技
能
検
定
事
業
の
推
進
・
発
展
に

貢
献
さ
れ
た
功
績
に
よ
り

◎
平
成
16
年
度
土
地
改
良
功
労
表
彰

島
根
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
か
ら

伊
藤
　
　
勲
さ
ん
（
三
刀
屋
町
）

深
澤
　
経
夫
さ
ん
（
吉
田
町
）

渡
部
　
保
男
さ
ん
（
吉
田
町
）

藤
原
　
照
雄
さ
ん
（
吉
田
町
）

◎
雲
南
市
へ

寄
付
金
と
し
て
（
200
万
円
）

有
限
会
社
　
植
田
建
設

代
表
取
締
役
社
長
　
植
田
　
耕
志

市
民
部
税
務
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
３
４

ま
た
は
市
民
部
市
民
生
活
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
３
１
ま
で

市
で
は
国
民
健
康
保
険
料
の
納
期
を
年
12

回
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
４
月
か
ら
７

月
ま
で
の
仮
算
定
期
間
は
、
17
年
度
に
限
り

仮
算
定
保
険
料
率
を
設
定
し
賦
課
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
旧
６
町
村
の
16
年

度
保
険
料
率
が
異
な
る
た
め
仮
算
定
の
段
階

で
雲
南
市
の
保
険
料
率
で
統
一
し
、
平
準
化

を
図
る
た
め
の
も
の
で
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

市
民
部
税
務
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
３
４

平
成
17
年
度
固
定
資
産
税
の
縦
覧
帳
簿
に

よ
る
縦
覧
を
、
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

■
縦
覧
帳
簿

①
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿

（
所
在
、
地
番
、
地
目
、
地
積
、
価
格
を
記
載
）

②
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

（
所
在
、
家
屋
番
号
、
種
類
、
構
造
、
床
面
積
、

価
格
を
記
載
）

■
縦
覧
で
き
る
方

本
市
内
に
所
在
す
る
土
地
又
は
家
屋
に
対

し
て
課
す
る
固
定
資
産
税
の
納
税
者

※
土
地
（
家
屋
）
の
み
を
所
有
し
て
い
る
方

は
、
土
地
（
家
屋
）
の
縦
覧
帳
簿
だ
け
が

縦
覧
で
き
ま
す
。
又
、
免
税
点
未
満
の
方

は
縦
覧
で
き
ま
せ
ん
。

■
縦
覧
日
時

４
月
１
日
（
金
）
〜
５
月
31
日
（
火
）

土
・
日
・
祝
日
を
除
く

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

■
縦
覧
場
所

市
役
所
２
階
税
務
課
、
ま
た
は
各
総
合
セ

ン
タ
ー
総
合
調
整
課

※
市
役
所
本
庁
で
は
市
全
域
が
縦
覧
で
き
ま

す
が
、
総
合
調
整
課
で
は
、
当
該
町
の
み

縦
覧
可
能
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
敬
称
略
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
敬
称
略
）

毎日新聞社松倉展人松江支局長（右）と速水市長

平
成
17
年
度
国
民
健
康
保
険
料

仮
算
定
に
つ
い
て

平
成
17
年
度
固
定
資
産
縦
覧
帳
簿

の
縦
覧
に
つ
い
て

市
民
部
市
民
生
活
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
３
１

■
対
象
者

雲
南
市
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

（
脳
ド
ッ
ク
は
50
歳
以
上
が
対
象
）

■
申
し
込
み
期
間

４
月
４
日
（
月
）
〜
４
月
27
日
（
水
）

■
申
し
込
み
先

市
役
所
市
民
部
市
民
生
活
課
ま
た
は
各
総

合
セ
ン
タ
ー
総
合
調
整
課

※
印
鑑
と
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
を
持

参
の
上
、
所
定
用
紙
に
て
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

■
受
診
可
能
な
医
療
機
関

公
立
雲
南
総
合
病
院
（
月
〜
金
）

平
成
記
念
病
院
（
月
〜
金
、
婦
人
科
は
木
の
み
）

掛
合
診
療
所

（
月
〜
金
）

松
江
市
立
病
院
（
月
、
金
、
第
１
水
、
第
３
火
）

※
平
成
記
念
病
院
、
掛
合
診
療
所
で
は
人
間

ド
ッ
ク
の
み
、
松
江
市
立
病
院
で
は
脳
ド
ッ

ク
（
基
本
検
診
セ
ッ
ト
）
の
み
の
受
診
と
な

り
ま
す
。

■
実
施
期
間

公
立
雲
南
総
合
病
院

６
月
１
日
〜
12
月
28
日

（
脳
ド
ッ
ク
は
７
月
１
日
〜
12
月
28
日
）

平
成
記
念
病
院

10
月
１
日
〜
平
成
18
年
３
月
31
日

掛
合
診
療
所

５
月
１
日
〜
12
月
28
日

松
江
市
立
病
院

９
月
１
日
〜
12
月
28
日

※
土
、
日
、
祝
日
及
び
年
末
年
始
等
病
院
が

お
休
み
の
日
は
除
き
ま
す
。
そ
の
他
病
院

の
都
合
に
よ
り
受
診
で
き
な
い
日
が
あ
り

ま
す
。

■
受
診
料

【
外
来
人
間
ド
ッ
ク
】

公
立
雲
南
総
合
病
院

男
性
７，
１
４
０
円
、
女
性
７，
５
６
０
円

平
成
記
念
病
院

男
性
７，
０
０
０
円
、
女
性
７，
４
２
０
円

掛
合
診
療
所

７，
２
０
０
円

※
掛
合
診
療
所
で
は
婦
人
科
検
診
は
あ
り
ま

せ
ん

【
外
来
脳
ド
ッ
ク
】

公
立
雲
南
総
合
病
院

４，
５
０
０
円

松
江
市
立
病
院

９，
６
６
０
円

■
受
診
日

松
江
市
立
病
院
以
外
は
医
療
機
関
か
ら
本

人
宛
て
に
通
知
し
ま
す
。

松
江
市
立
病
院
は
雲
南
市
役
所
か
ら
本
人

宛
て
に
通
知
し
ま
す
。

■
募
集
人
員

【
外
来
人
間
ド
ッ
ク
】

公
立
雲
南
総
合
病
院
　
　
　
100
名

平
成
記
念
病
院
　
　
　
　
　
80
名

掛
合
診
療
所
　
　
　
　
　
　
20
名

【
外
来
脳
ド
ッ
ク
】

公
立
雲
南
総
合
病
院
　
　
　
30
名

松
江
市
立
病
院
　
　
　
　
　
20
名

市
民
部
市
民
生
活
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
３
１

ま
た
は
各
総
合
セ
ン
タ
ー
総
合
調
整
課
ま
で

先
月
号
で
掲
載
し
ま
し
た
特
別
障
害
給
付

金
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
国
民
年
金
の
任
意
加
入
期

間
に
加
入
し
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
障
害

基
礎
年
金
等
を
受
給
し
て
い
な
い
障
害
者
の

方
に
つ
い
て
、
国
民
年
金
制
度
の
発
展
過
程

に
お
い
て
生
じ
た
事
情
に
か
ん
が
み
、
福
祉

的
措
置
と
し
て
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

★
支
給
の
対
象
に
な
る
方
は
次
の
方
で
す
。

（
障
害
基
礎
年
金
や
障
害
厚
生
年
金
、
障
害

共
済
年
金
な
ど
を
受
給
で
き
る
方
は
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
）

①
平
成
3
年
3
月
以
前
に
国
民
年
金
任
意
加

入
対
象
で
あ
っ
た
学
生

②
昭
和
61
年
3
月
以
前
に
国
民
年
金
任
意
加

入
対
象
で
あ
っ
た
被
用
者
（
厚
生
年
金
、

共
済
組
合
等
の
加
入
者
）
の
配
偶
者
で
あ

っ
て
、
当
時
、
任
意
加
入
し
て
い
な
か
っ
た

期
間
内
に
初
診
日
※

が
あ
り
、
現
在
、
障
害

基
礎
年
金
1
級
、
2
級
相
当
の
障
害
に
該

当
す
る
方
。

原
則
と
し
て
65
歳
に
達
す
る
日
の
前
日
ま

で
に
請
求
を
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
が
、
経
過
措
置
と
し
て
平
成
17
年
４
月
１

日
に
65
歳
を
超
え
て
い
る
方
は
、
平
成
22
年

３
月
31
日
ま
で
申
請
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

※
障
害
の
原
因
と
な
る
傷
病
に
つ
い
て
初
め

て
医
師
、
ま
た
は
歯
科
医
師
の
診
療
を
受

け
た
日

な
お
、
給
付
金
は
、
請
求
月
の
翌
月
分
か

ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
請
求
が
遅
れ
た
場
合
に
、

遡
っ
て
支
給
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
５
月
か
ら

受
け
取
る
た
め
に
は
、
平
成
17
年
４
月
中
に

請
求
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
障
害
認
定
に
必

要
な
添
付
書
類
が
そ
ろ
わ
な
い
場
合
で
あ
っ

て
も
、
ま
ず
は
、
お
近
く
の
総
合
セ
ン
タ
ー

総
合
調
整
課
、
又
は
市
民
部
市
民
生
活
課
に

請
求
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

特
別
障
害
給
付
金
制
度
に
つ
い
て

市
報
う
ん
な
ん
３
月
号
の
記
載
内
容
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

８
ペ
ー
ジ
、
わ
が
家
の
ホ
ー
プ

（
誤
）
内
田
辰
徳
く
ん
（
大
東
町
新
庄
）→

（
正
）
内
田
辰
徳
く
ん
（
加
茂
町
宇
治
）

７
ペ
ー
ジ
、
ス
ポ
ー
ツ
レ
ー
ダ
ー
中
、
木
次
町
新
年
走
ろ
う
大
会

（
誤
）
安
部
伸
也
（
木
次
町
）→

（
正
）
安
部
伸
也
（
大
東
町
）

（
誤
）
藤
原
栄
司
（
木
次
町
）→

（
正
）
藤
原
栄
司
（
大
東
町
）

（
誤
）
石
飛
　
隆
（
木
次
町
）→

（
正
）
石
飛
　
隆
（
出
雲
市
）

（
誤
）
柘
殖
浩
二→

（
正
）
柘
植
浩
二
　
　
　
　

（
誤
）
石
飛
　
稔
（
出
雲
市
）→

（
正
）
亀
山
　
稔
（
木
次
町
）

お
詫
び
と
訂
正

医
療
分

所
得
割

資
産
割

平
等
割

均
等
割

介
護
分

所
得
割

資
産
割

平
等
割

均
等
割

仮
算
定
保
険
料
率

６
・
88
％

33
・
48
％

２
２，
４
４
３
円

２
２，
２
７
２
円

０
・
97
％

７
・
85
％

６，
２
７
２
円

４，
１
７
５
円

所得割（所得に対し乗じる率）
資産割（固定資産税に対し乗じる率）
平等割（１世帯に加算する額）
均等割（被保険者数に応じ加算する額）
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　今年も恒例の尾原ダム菜の花まつり2005が開催されます。 
　旬の山菜てんぷら試食コーナーなどイベント盛りだくさんで
すので、みなさんぜひお出かけください。 

【問】雲南市建設部建設工務課 　  0854－40－1063

【問】雲南市政策企画部ダム対策課 　  0854－40－1012

　雲南市では、親しまれる河川空間づくりや河川愛護を目的に、また市内の子供
たちが健やかに育つことを願って、斐伊川さくらまつり、お花見レガッタや子供の日
の頃、斐伊川を泳ぐように「こいのぼり」を掲揚します。 
　こいのぼりは、市民のみなさんから寄贈いただいたものを集めて掲揚するよう計
画しています。ご家庭にご不要になった「こいのぼり」などをお持ちでしたらぜひご
提供いただきますようよろしくお願いします。 
　なお、掲揚場所は木次町地内簸上橋から下熊谷橋（潜水橋）までの河川敷で、
数は１００匹程度を予定しています。 

■募集期間／3月末まで 
■掲揚期間／4月上旬～6月上旬 

■募集内容／「こいのぼり」補修不能なほど汚れ、破損のある 
　　　　　　ものを除きますが、大きさは問いません。 
■募集内容／「こいのぼり」補修不能なほど汚れ、破損のある 
　　　　　　ものを除きますが、大きさは問いません。 

10：00～ 

鴨倉トンネル

至 木次町

３１４ 

斐伊川 

会場 

至 仁多町 

　 三成 

尾原ダム 

雲南市のホームページ http//www.city.unnan.shimane.jp 
で桜の開花状況を随時更新していますのでご覧ください。 

　日本さくら名所100選認定の並木は、2kmにわたる桜のトンネル。中
国地方随一の桜名所は雲南市のシンボルとなっています。 

★斐伊川堤防桜並木★斐伊川堤防桜並木 ★斐伊川堤防桜並木 

★夜桜★夜桜 ★夜桜 

　JR木次駅前をメイン会場に、テレビ・ラジオ公開生放送や郷土芸能ス
テージ、特産品販売等の催しが行われるほか、２日の夜には打ち上げ花
火を予定しています。 

★メインイベント 4月2日（土）・3日（日） ★メインイベント 4月2日（土）・3日（日） 

　まつり期間中はボンボリの点灯やライトアップもされるため、
昼間とは違う桜の情景を楽しめます。 

★メインイベント ★メインイベント 

★御衣黄★御衣黄 
ぎょいこう 

★御衣黄 
ぎょいこう 

　みとや城山まつりが４月２日（土）・３日（日）の２日間、三刀屋城址公園、
三刀屋川河川敷を中心に行われ、特産品やとれたて野菜を即売するテ
ント村が開設されます。また、３日の朝７時からは、桜を見ながら散策する
アスパルウォークもありますので、皆さんぜひ参加してください。 

4月2日（土）・3日（日） 4月2日（土）・3日（日） 

淡い黄緑色の花を咲かせる御衣黄が、城址公園、三刀
屋川河川敷にあり、ソメイヨシノから2週間程度遅れた４月中旬頃の
開花予定です。 

天候天候により 左右左右されます 

天候により 左右されます 

木次・三刀屋町では、フォトコンテストも開催します！ 
【問】木次町観光協会 　 40－1082・三刀屋町商工会 　 45－2405

市
民
部
環
境
対
策
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
３
３

ま
た
は
各
総
合
セ
ン
タ
ー
総
合
調
整
課
ま
で

犬
を
飼
う
際
に
は
、
市
役
所
に
犬
を
登
録

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
毎
年
狂

犬
病
の
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
る
義
務
が
あ

り
ま
す
。

今
年
度
の
集
合
注
射
の
日
程
は
下
記
の
と

お
り
で
す
の
で
、
ご
都
合
を
つ
け
て
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。
詳
し
い
時
間
・
会
場
に
つ
い

て
は
回
覧
チ
ラ
シ
等
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
日
　
程
】

三
刀
屋
町：

４
月
12
日
（
火
）、
13
日
（
水
）

大
東
町：

４
月
14
日
（
木
）、
15
日
（
金
）

18
日
（
月
）、
19
日
（
火
）

木
次
町：

４
月
25
日
（
月
）、
26
日
（
火
）

掛
合
町：

４
月
27
日
（
水
）、
28
日
（
木
）

加
茂
町：

５
月
９
日
（
月
）、
10
日
（
火
）

吉
田
町：

５
月
16
日
（
月
）、
17
日
（
火
）

【
料
　
金
】

●
登
録
済
み
で
注
射
の
み
の
方
は
３，
０
０
０
円

●
新
規
登
録
の
方
は
６，
０
０
０
円

【
そ
の
他
】

●
登
録
済
み
の
方
に
は
ハ
ガ
キ
を
送
付
し
ま

す
の
で
会
場
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
犬
を

飼
わ
な
く
な
っ
た
方
も
お
手
数
で
す
が
ハ

ガ
キ
を
会
場
も
し
く
は
各
総
合
セ
ン
タ
ー

総
合
調
整
課
ま
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

●
獣
医
科
病
院
で
注
射
を
受
け
ら
れ
た
場
合
も

注
射
済
票
（
注
射
済
み
を
証
明
す
る
金
属
プ

レ
ー
ト
）
の
交
付
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

獣
医
科
病
院
よ
り
発
行
さ
れ
る
注
射
済
証

（
注
射
済
み
を
証
明
す
る
書
類
）
を
お
持
ち

の
上
、
会
場
も
し
く
は
総
合
セ
ン
タ
ー
総
合

調
整
課
ま
で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

●
注
射
会
場
で
首
輪
が
外
れ
て
逃
げ
て
し
ま
う

犬
が
い
ま
す
。
犬
を
お
連
れ
の
際
に
は
、
首

輪
を
し
っ
か
り
と
絞
め
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

●
注
射
会
場
で
の
犬
の
糞
の
片
付
け
は
飼
主
の
皆

様
が
責
任
を
持
っ
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

健
康
福
祉
部
健
康
福
祉
総
務
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
４
１

雲
南
市
、
飯
南
町
で
は
、
旧
大
原
・
飯
石
の
両

郡
に
お
い
て
運
営
を
行
な
っ
て
き
た
在
宅
当
番

医
制
度
を
平
成
16
年
度
末
を
も
っ
て
廃
止
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
医
師
会
の
協
力
の
も
と
休
日

及
び
夜
間
に
お
け
る
地
域
住
民
の
急
病
患
者
に

対
す
る
医
療
確
保
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
が
、

雲
南
圏
域
内
各
病
院
の
救
急
医
療
体
制
の
充
実

に
よ
り
廃
止
を
決
定
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
廃
止

後
の
救
急
医
療
体
制
に
つ
い
て
は
、
次
の
４
病

院
の
対
応
と
な
り
ま
す
。

■
公
立
雲
南
総
合
病
院

４
３
・
２
３
９
０

■
平
成
記
念
病
院
　
　

４
５
・
５
１
１
１

■
仁
多
病
院
　
　
　
　

５
４
・
１
１
２
２

■
飯
南
病
院
　
　
　
　

７
２
・
０
２
２
１

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を

受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う

在
宅
当
番
医
制
度
の廃

止
に
つ
い
て

健康福祉部長寿障害福祉課　  0854－40－1042または各健康福祉センターまで 

雲南市の介護予防・生活支援事業の利用料について、平成17年4月1日から下記のようになりますのでお知らせします。 

福祉サービスの名称 内　　　容 対　象　者 注 意 事 項  利 用 者 負 担  申請に必要 
なもの 

福祉タクシー助成事業 

福祉タクシーにより医
療機関への通院、入
退院、施設への入退
所の輸送を行う。 

①要介護4・5程度の寝た
きり高齢者。 
②身体障害者手帳1・2級
所持者で寝たきりの方。 

片道3,000円 
（但し、1回あたりの費用が
18,000円を超えた場合はそ
の超えた額を上乗せ） 

利用上限12回 
（年度あたり） 

委託事業所限定 

申請書 
印　鑑 

生きがい活動支援  
通所事業（ミニデイ） 

家に閉じこもりがちな
高齢者に対して、通
所により日常動作訓
練や趣味活動等を行う。 

概ね65歳以上の高齢者 1日　900円 要介護認定者は不可 

申請書 
医師の意見書 
誓約書 
印　鑑 

生 活 管 理 指 導員  
派 遣 事 業  
（ 支 援 ヘ ル プ ） 

生活習慣などの指導
を行う。 概ね65歳以上の高齢者 1時間　　未満　200円 

1時間30分未満　290円 
要支援、 
要介護認定者は不可 

申請書 
医師の意見書 
誓約書 
印　鑑 

生 活 管 理 指 導  
短 期 宿 泊 事 業  
（ シ ョ ー ト ） 

養護老人ホーム、特別
養護老人ホームの空
きベットを活用して宿泊
による生活指導を行う。 

概ね65歳以上の高齢者 生保世帯　　　無料 
その他世帯　　　690円 

要支援、 
要介護認定者は不可 
利用料のほかに、食
費が必要 

申請書 
医師の意見書 
誓約書 
印　鑑 

「食」の自立支援事業 
（ 配 食サービス） 

高齢者を対象に、配
食サービス等の食関
連サービスの調整を
行う。 

①概ね65歳以上の高齢者世
帯及び身体障害者でサー
ビスの利用が適当な世帯。 
②知的障害者及び精神障害
者でサービスの利用が適
当な世帯。 

生保世帯　300円／食 
（限度額6,000円） 

その他世帯　350円／食 
（限度額7,000円） 

申請書 
印鑑  

市
民
部
環
境
対
策
課

４
０
・
１
０
３
３

雲
南
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー

４
９
・
６
３
３
２
　

雲
南
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

４
２
・
３
３
９
１

い
い
し
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

７
２
・
９
２
１
７

★
ご
み
の
分
別
と
収
集

【
大
東
町
、
加
茂
町
、
木
次
町
、
三
刀
屋
町
の

分
別
と
収
集
予
定
】

配
布
し
た
平
成
17
年
度
「
ご
み
の
分
け

方
・
出
し
方
」
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。
収

集
に
つ
き
ま
し
て
は
、
日
程
表
に
従
い
、
ご

み
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
掛
合
町
、
吉
田
町
の
分
別
と
収
集
予
定
】

今
回
配
布
し
ま
す
「
ご
み
の
分
別
と
出
し

方
の
し
お
り
」
に
従
い
、
ご
み
の
分
別
を
お

願
い
し
ま
す
。
収
集
日
程
・
地
区
に
つ
い
て

は
カ
レ
ン
ダ
ー
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

★
ご
み
を
出
さ
れ
る
際
の
注
意
事
項

●
ご
み
袋
の
口
の
部
分
を
ガ
ム
テ
ー
プ
で
止

め
た
も
の
が
多
く
出
て
い
ま
す
。
収
集
作

業
が
困
難
に
な
る
の
で
、
袋
の
口
は
必
ず

結
ん
で
止
め
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

●
年
々
ご
み
の
量
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
ご
み

が
出
た
ら
す
ぐ
に
は
捨
て
ず
、
古
紙
回
収
の

利
用
な
ど
リ
サ
イ
ク
ル
品
と
し
て
出
す
こ
と

や
生
ご
み
は
肥
料
と
し
て
利
用
す
る
な
ど
し

て
、
ご
み
の
減
量
化
に
努
め
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

水
道
局
工
務
第
２
課
　
　
４
３
・
２
２
４
７

現
在
、
元
大
東
中
学
校
跡
に
水
道
局
工
務
第

２
課
の
事
務
所
が
あ
り
ま
す
が
、
４
月
１
日
か

ら
新
し
い
越
戸
浄
水
場
の
管
理
棟
に
移
転
し
ま

す
。
電
話
、
有
線
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

平
成
17
年
度
の
ご
み
収
集
に
つ
い
て

雲
南
市
水
道
局
工
務
第
二
課
事
務
所
移
転
の
お
知
ら
せ

新事務所位置 雲南市大東町大東135ー1

西
大
橋

西
大
橋 

西
大
橋 

越戸浄水場越戸浄水場 

Ｊ
Ｒ
出
雲
大
東
駅

出
雲
大
東
駅 

JRJR雲南雲南 
春殖支所春殖支所 

公立雲南総合病院公立雲南総合病院 

県立大東高等学校県立大東高等学校 

越戸浄水場 

Ｊ
Ｒ
出
雲
大
東
駅 

JR雲南 
春殖支所 

公立雲南総合病院 

県立大東高等学校 

大東 

古城 

馬田寺 

赤川赤川 赤川 

移 設 箇 所
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